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秋田 ・ 山形地域 におけ る新第三 系の層序と古地理 ・古環境

白石建雄
＊ ・的場保望

＊ ＊

　　　 Neogene　paleogeography　and 　paleoenvironment　in　Akita
and 　Yamagata　Prefectures

，
　Japan　Sea　side 　of 　northeast 　Honshu

，
　Japan

Tateo　Shiraishi＊ and 　Yasumochi　Matoba ＊ ＊

Abstraet　Neogene　paleogeography　and 　paleoenvironment　in　the　region 　of　Akita　and 　Yamagata 　Prefec−

tures　were 　discussed　based　on 　the　recent 　development　onithD −，　bi  一and 　chrono
−
stratigraphic 　studies ．

In　this　 region ，　the　first　Neogene 　marine 　transgression　occurred 　 at　the　end 　of　Early　M 孟ocene ，　 and 　 a　 sub −

trop正cal 　 shallow 　water 　fauna 　 of　 early 　Middle　Miocene 　age　 including ［arger 　foraminifera　distributed　in

this　regien 　and 　far　north ，　 The　sea−bottom　relief　m 重ght　be　high　 during　this　 in重tial　 stage 　 of　the　Sea　 of

Japan　as　 shown 　by 　the　 occurrence 　 of　benthic　faunas　of　shaHow 　waters 　and 　bathyal　 zone 　 within 　 a　short

distance．　At　the　middle 　of　ear ［y　Middle　Miocene，　this　region 　drowned 　widely 　with 　the　subsidence 　of　pre．

vious 　 land　 areas ．　 During　 late　 Middle　 Miocene　 this　 subsidence 　 was 　 culminated 　 and 　 characteristic

siliceous 　 shale 　deposited　throughout 　this　 region ．　The 　sea　was 　cold　as　indicated　by　planktonic　fauna　and

flora　suggesting 　that　the　Sea　of 　Japan　 opened 　to 廿1e　north 　in　tbis　time，　The　backbone　range 　of　northeast

Honshu 　uplifted 　in　Late　Miocene，　later　the　Dewa 　Hills　in　Pliocene．　Thus　the　coast 　llne　shifted　gradually

to　the　 west 　since 　Late　Miocene．　Then 　this　 region 　 of　northeast 　Honshu 　 completely 　emerged 　 unti 正earliest

Pleistocene　t加 e　leaving　Late　Pliocene　shallow 　water 　deposits．　The 　Oga 　Peninsula　area ，　 however，　 main ．

tained　 a　deep　water 　condition 　in　Early　tQ　Middle　Pleistocene，　and 　this　area　became　the　shallow 　shelf

condition 　iater　in　late　Middle　Pleistocene　time．　This　westward 　shift 　of　the　sedlmentary 　basin　was 　caused

by　the　uplift 　Qf　mainland 　HQnshu 　with 　a　series 　of 　thrust　faults　along 　the　present 　coast 　line．

Key　words 　paleogeography ，　Neogene，　Sea　of　Japan，　Akita，　Yamagata

は　 じ　 め　 に

　近年，東北本州弧新生界 の 地質学的研究 は ，1960年代

初頭頃 を中心 とす る 前後数年間 に 続 く， 第 2 の 総括期 に

入 っ て い る よ うに 見 え る ．こ の 間，秋田 ・山形地域で は

多数 の 地 質図幅が 編纂 さ れ，基 礎的知識 の 増加が あ っ た．

ま た，各種 微化石 と古 地 磁 気 を併用 し た層位学的研究 や
，

放射年代測定に も とつ く年代層位学的研究 に著 しい 進展

が あ り，地層 の 年代 や対 比 に 関 す る知識 は
一

新 され た．

＊

秋 田 大学教 育学部 地学教 室．Depurtment 　of 　Earth　Science，　Faculty

　 ef　Eduoation，　Aklta　Univers［ty，　Akita　DIO，　Japan．
＊ ＊

　秋 田 大 学 鉱 山 学部応 用 地 球科 学教 室．Institute 。f　Applied 　Earth

　 Scienees，　Mining 　College，　Akita　Universlty，　Akita　OIO．∫apan ．

さ ら に化石 に よ る古環境解析，と くに微化石 を用い た古

水深復元 の 研究が 進 み，堆積盆地の 相対的上 下運動が か

なり具体 的 に 議論可能 と な っ た，こ の た め，新し い 知識

に もと つ く地質構造発達史 や堆積盆変遷 史の 解明が 緊急

の 課題 とな っ て い る．

　本稿 で は 秋田 ・山形地域 （Fig．1 ）の 第三系を 5時 階

に 区分 し
，

上 記の 諸成果 に も と つ い て そ れ ぞ れ の 時階 の

古地理 の 復元 を試 み た．古地理 の 復元 に は 従来の 岩相層

位学 的 地 層 区分 を シーケ ン ス 層位学 （sequence 　strati −

graphy）の 見 地 か ら 再 編 成 す る こ とが 望 ま し い が，そ

の 作業 の 多 くは 今後 の 課 題 と して 残 され て い る、と くに

東部 の 脊梁山脈 お よ び そ の 近傍 に分布す る 陸水成 ・火山

成 の 上 部中新統
〜
鮮新

・
更薪統 と西部 の 海成層 と の 直接

的 対 比 が な され て お らず，東 西 断面 で 海成層 か ら 陸水成
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Fig．1　 1ndex　map 　showing 　the　locality　of 　the　areas

　 　 　 whose 　stratigraphic 　successions 　are　pre−

　　　 sented 　in　Fig．2 ．

層 へ の 岩相変化を具体的 に 追跡す る こ とは まだ今後 の 課

題 と し て 残 さ れ て い る ．そ の た め ，海陸境界 の 認定は 大

まか な も の に ならざる を得なか っ た．

第三 系層序の 概要

　Fig．2 は 本地域 の 第三系の こ れ ま で の 知見 を総合 した

地質柱状図で ある．以下 に 層序の 概要 を，対比基準を 中

心 に し て 述べ る ，

1．男鹿半島

　男鹿半島 の 第 三 系 は基盤 の 黒雲母 ア ダ メ ロ 岩を不整合

に お お う始新統
〜

鮮新統 か ら な り，さ らに そ の 上 位 に 第

四系 が 重 な る，層序 は下位 よ り順 に 赤島層，門 前層 ， 台

島層，西 黒沢層，女川 層，船川層，北浦層 か らなり， 日

本海地域の 第三 系 の 標準層序 とされて い る （藤岡，1959 ；

Minato　et α1．，1965 ；Matoba 　etal ．，1990）．

　最下位 の 赤島層 は 下部 の 赤島溶岩部層 とそ の 上 位 に整

合 に 重 な る入道崎火成岩部層 に 区分 され る，赤島溶岩部

層 は変質安山岩溶岩 か ら な り，基 底 に ア ル コ
ー

ス を伴

う．入道崎火成岩部層 は お も に デ イサ イ ト質の ，溶結凝

灰岩 を含 む 火砕岩 か ら な る．溶結 凝 灰 岩 の F．T．年 代 は

49．3− 51．4Ma で ある （鈴木，1980）．

　門前層 は赤島層 に不整合 に重 な り，下 位 か ら潜岩溶岩

部 層 ，加 茂 溶 岩 部 層 ，潮瀬 の 岬砂礫岩部層，真山流紋岩

部層 に 区分 さ れ る．潜岩溶岩部層 は お もに粗面岩質 の 安

山岩溶岩 か らな り，F．　T ．年代 は 27．1，31．5Ma （鈴木，

1980），29．8Ma （雁 沢，1987）で あ る ．加茂溶岩部層 は

お もに 玄武岩 ・安山岩 な ど の 溶岩 か らな る．潮瀬 の 岬砂

礫岩部層 は お もに礫岩 ・火砕岩からな り，凝灰質砂岩
・

泥 岩 を伴 う．凝灰質泥岩 は 阿仁合型植物群 に属す る 植物

化石 を含む．真山流紋岩部層 は お も に 黒雲母流紋岩 か ら

な り，火砕岩を伴 う．F ，　T ．年代 は 23．7Ma （雁沢，1983，

1987），25，3Ma （鈴木，1980），26Ma （西村 ・石 田，1972），

K −Ar 年代は24．4Ma （木村 ，
1986）で ある ．

　台島層 は 最下部 の 溶結凝灰岩 （帆掛島石英安 山岩部

層 ；藤岡 ほ か ，1954），中〜下部 の 玄武岩溶岩を伴 う火

山礫凝灰岩，上部 の 亜炭を挟 む 非海成砕屑岩 か らな り，

門前層 に 不整合 に重 な る．植物化石 を多産 し，台島型 植

物群 の 模式地で あ る ．溶結凝灰岩 の F．T ，年代 は 20Ma （西

村 ・石 田，
1972），22．0，20．9Ma （鈴木，1980），　 K −Ar

年代 は 18．8Ma （木村，1986）で，前期中新世初一
中期

を示す，

　西黒沢層 は男鹿半島北岸 で は砂岩
・礫岩 か ら，南岸で

は砂質 シ ル ト岩 か ら な り，台島層 を不整合 に お お う．北

岸 で は Anadar α　maleiyamai ．　MienhoPecten　kimzarai，　Vica・

ryetla 　netoen εis な ど の 貝化石 と と も に，大 型 有孔 虫

MiogyPsina　leotoi，　OPercultna　comP 　lanata　iaPoninaと 小型

底生有孔虫化石 を含 む （半沢，1954 ；藤岡ほ か，1954）．

南 岸 で は Anactara　 ogaw 　ai ，　 ChlamPtS　ishidae，　Dosinia

nem ” rai ．　ViCaryella　ishiiαna な ど の 貝化石 と zawa．APhro ・

cα ttistes　sp ．の 化石を含 む （半沢，1954 ；藤岡ほ か，1954）．

中上 部の 浮 遊性有孔虫化 石 は N ．9帯 に 対比 さ れ る （Saito

and 　Maiya，1973；米谷，1978）．珪藻化石 で は
， 本層最

上 部は Koizumi （1985）の DenticuloPsis　hy　alina 帯 （た

だ し D ．nieebarica 帯 を含 む 〉，
　 Maruyama （1984）の D ，

hustedtii帯 （た だ し D．　nicobarica 帯 を含 む） に 対比 さ

れ る （小泉 ・的場，1989）．尾 田 （1986）に よ る と，こ

れ ら の 帯 の 上 限 は 12．9Ma で あ る ，

　 女川層 は 層 理 が よ く発達 した 珪質の 硬質頁岩 か ら な

り，西黒沢層 を整合 に お お う．北 岸地域 で は 珪藻土 を主

体 と す る．基 底部 に 海緑石 砂岩 を伴 う．Koizumi （1985）

の Dentic＃loPsis　PraedimorPha帯 か ら D ．　hamtschαticα 帯

の 下部 の 中部 （12．9〜5．8Ma ）に わ た る珪藻化石 を産 し，

中期中新世後期 か ら後期中新世 に 対 比 さ れ る （的場 ・小

泉 ，
1986 ；小泉 ・的場，1989）．
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　船 川 層 は お も に 暗灰
〜
黒色 の 無層理泥岩 か らなり， 女

川層 に 整合 に重 な る．しば しば凝 灰 岩層 を挟 む．半島北

岸 の 最 上 部 は Gto　beguadriua　h襯 伽 s偲，　G．　leagnensis，　G．

asanoi な どの 浮遊性有孔虫化石 を含み，　Maiya　et　at．（1976）
の Globigerina ♪achyderma （dextral） ／Globorotalia

o7 蜘 励 5 帯 に 対比 さ れ る （Maiya 　et　al．，1976）．珪 藻化

石 で は
， 最下部 が Koizumi （1985）の Rouxia　californica

帯 の 上 部，つ い で DenttCvloP　sis　kα mtschatdea 帯 か ら D ．

seminae 　 var ．　fossilts帯 ま で に わ た る （小 泉 ・金 谷，

1977）．中新 ・鮮新世境界 は 本層下 部 に あ り，上 部 は 後

期鮮新世 に対比 され る ．

　北 浦層 は 凝灰岩 を挟 む 砂泥 互 層 か ら な り，船 川 層 に整

合 に重 な る．大型 化石 は 少 な い が
，
LimoPsis　tokaiensis，

Chtamys　 cosibensis ．　Astarte　 alaskensis ，　Thyasira　toleuna−

ga｛な ど の 貝化石 を含 む．浮遊性有孔虫化石 は，本層 下

部 が Maiya　et　 at．（1976） の Globigerina　Pachyderma

（dextral）／ Globorotalia　 oriCntatis 帯 に，上 部 が Cle−

btgerinaρa ・hyderma （sinistraD ／C ．　quinquel・ba 帯 に 相

当す る （米 谷，1978）．珪 藻化石 は本層 の 最下部 に Den ・

tic”loPsts　seminae 　var ．　fossilis帯 が わ ず か に か か り，上

部 は Rhi20solenia　curvirestris 帯の 下部 に わ た る （小泉 ・

金谷，1977＞．ま た こ の 層 の 基 底 近 く に 石灰質 ナ ン ノ 化

石 CePhyrocaPsα cαribbeantca お よ び G．　oceanica の 初 出

現層準が あ り，そ の 層準付近 か ら更新統とな る （佐藤 ほ

か ，1988a，　b），そ れ ゆ え，最 下 部 を の ぞ く北 浦層 の 主

体 は 更新統 で ある．な お 本層の 上位に は脇本層が続 き，

同層堆積末期 に 急速 に 隆起 ・浅海化 し，間欠的 な汽水
・

淡水化 を伴 う
一

連 の 浅海成更新統 が 重 な っ て い る．

2．能代 ・大館地域

　能代地域 の 第三系 は 先第三 紀白神岳花崗岩類 を不整合

に お お い ，下 位 よ り順 に藤倉川 層 ，黒 石 沢 層 ，早 口 川 層，

女川層，船川層 ， 天徳寺層，笹岡層 に区分 され て い る （大

沢 ほ か，1984）．ま た，大館地域 の 第三系層序 は下 位 よ

り順 に 目名市沢層，保滝沢層，大葛層，大滝層，一通 層 ，

遠部層 か ら な る （井 上 ほ か，1973）．

　藤倉川 層 は お も に変質安山岩溶岩 と同質火砕岩 か ら な

り，最上部 に は局所的 に 非海成砕屑岩 を伴う．こ の 砕屑

岩は 阿仁合 型 植物群 に属する 植物化石 を含 む （Huzioka，
1964 ；臼 田 ほ か，1975）．岩相 な ら び に 植物化石 か ら男

鹿半島 の 門前層 に対比 され る．大館地 域 の 目名市沢層 は

相当層 で ある ．

　黒石沢層 は お もに 安山岩質火砕岩か らな り，酸性 の 火

砕岩，まれ に玄武岩溶岩
・
火砕岩 を伴 う．基底 の 石 炭 を

含 む 泥 岩 を は じめ，全 層準 に わ た っ て 泥岩 ・砂岩 な ど の

薄層 を挟 む ．最下 部 の 泥岩 は阿仁合型植物化石 ， 下一上

部の数帯 の 泥岩 は 台島型植物化石 を含む （大沢 ほ か ，
1983）． ま た 中 〜上 部 に は CryPtoPecten　yan αgisaw α

．

ensis ．　PlacoPecten　aleihoensi な ど の 海生貝化 石 を含む

　（平山 ・角 ，
1963 ； 大沢ほ か，1983）．藤倉川層 に 整合

に 重 な る ．

　早 口 川層 は 主 と し て 酸性火 山岩類 か ら な り， 泥岩 ・砂

岩
・
礫岩層 を挟 む．中部 に玄武岩溶岩

・
火砕岩 （

一
の 又

沢玄武岩部層 ； 臼田 ほ か，1975），上部 に 泥岩 （泊川泥

岩部層 ；大沢 ほ か
，
1983）を伴う．黒石沢層 に 整合 に重

な る．海生 貝化石 を含 み
， PrePeamussium　tateiw αi で 代

表 さ れ る 沖合 い 泥 底 と，Chlamys　niSataiensis．　Miguho ．

Pecten　leim” rai な ど浅海 の 砂礫底を示す もの とが 認 め ら

れ る （高安 ほ か，1986）．本層上 部 に は Martinottielta

communis ．　 Spirosignoitinellα　 comPressa ． （）yctammina

spp ．な どの 底 生 有孔虫化石 が 含 ま れ る （大沢 ほ か，1983）．
ま た ，下位 の 黒石沢層 に引続 き台島型植物群 に属す る植

物化 石 を含む （大 沢 ほ か，1983＞．

　女 川 層 は，珪 質 で，非常 に 明瞭 な板状層理 を有す る硬

質頁岩か らな り，酸性凝灰岩層 を挟 ん で い る．早 口川 層

に整合 に重 な る．大 型 化石，有孔虫 と もに 乏 しい ．珪藻

化石 で は 東 隣鷹 巣 地 域 に お ける 相当層 （岩谷層 ；平山
・

角， 1963）上 部 に Koizumi （1985） の Coscinediscus

yabei 帯 の 上限 （Ito，1981）が，ま た 同層中 に DentiCM−

toPsis　PraedimorPha帯 〜C，　Ptabei帯が 確認 さ れ た （佐藤，
1985MS ），

　 こ の 間，大館地域 で は 下 位 よ り順 に保滝沢層，大葛層，

大滝層 が 堆積 し た，保滝沢層 は 玄武 岩火 砕岩
・
砂岩 ・泥

岩 か ら な る 海成層 で
， 貝化石 Miz”hoPecten　ntmur αi を

産す る （井 上 ほ か
，

ユ973）．大葛層 は保滝沢層 に 整合 に

重 な り，石英安山岩溶岩 ・凝 灰 岩，泥岩
・
凝灰岩互 層 か

ら な る ．N ．8−N ．9帯 の 浮遊性有孔虫化石 を含 み ，上限 は

石灰 質 ナ ン ノ 化石 に よ り CN5a／CN5b 境界付 近 に あ る

（佐々 木 ・
平山，1983）．大滝層 は 玄 武 岩，安山岩 ，

デ

イサ イ ト，硬質泥岩，泥岩 ・凝灰岩互 層 か らな り，大葛

層 に整合 に 重 な る．

　能代地域 の 船川 層 は 主 と し て 暗灰色泥岩 か ら な り，下

部 と 上部 に 酸性火 砕岩 （そ れ ぞ れ 下部七 座凝灰岩 ， 上 部

七座凝灰岩）を伴う．女川層 に整合 に重 なる．大型化石

に は 乏 しい が，東隣鷹巣地 域 の 相当層 （藤琴川層 ；平山 ・

角，1963） の 珪 藻 化 石 は Cyabei 　re　一　DenticuloPsis

leamtschatiCa帯 に対応 する 群集が 認 め ら れ て い る （lto，

1981）．大館地域 の
一

通層 ・遠部層 は 相当層 で あ る ．一

通 層 は主 と し て 黒色泥岩か ら な り，大滝層 に 一部 不 整 合

関 係で 重 な り，底 生 有孔 虫化石 を産 す る （井上 ほ か，
1973）．遠部層は デ イ サ イ ト溶岩

・
火砕岩，シ ル ト岩 ・
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Fig．2　 Correlation　of　Neogene　stratigraphic 　successions 　in　the　region 　of　Akita　and 　Yamagata　Prefectures．

　　　 Small　 black　 squares 　 on 　 the　lefし side　 of　each 　 cQlumn 　indieate　 marine 　 condition ，　 and 　 empty

squares 　 non −manne ・

砂岩
・
礫岩 か ら な り，下 位 の す べ て の 地層 を不整合 に お

お う．本層 は海生貝化石 を産す る （井上 ほか，1973）が，

東方の 脊梁地域 お よ び 北方 で は
，

カ ル デ ラ の 形成 に 関連

した火砕物 と湖成層 か ら なる と考 え られ て い る （伊藤 ほ

か ，1989）．大館地 域 で は本層以 上 の 第三 系 は 分布 しな い．

　能代 地 域 で は 天 徳 寺 層 は シ ル ト岩 を主 と し，砂岩
・
酸

性凝灰岩
・
砂質凝 灰岩層 を 挟 む ．船川層 に 整合 に 重 な り，

化石 を多産する，東隣 ニ ッ 井 ・鷹巣地域 の 相当層 （小比

内沢層 ；平 山 ・角，1963）の 貝類群集 は Nucula−　Tur．

riteU α niPPonica 群集 （Chinzei，1973）で あ り，沖合 い

泥底的性格 を示 して い る ．ま た，有 孔 虫 は 同 層 下 部 〜中

部 の 層 準 か ら Neoglobeguadrina　aff，　 asanei ，瓦 加 俄 伽 ，

Glo　bigerina”mbttiCata な ど を産 し，　 N ．19− N ．21 に 対応

す る群 集 で あ る と考え られ て い る （高安 ほ か ，1986＞．
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［；：

　笹 岡層 は 砂岩 を主 と し，と こ ろ に よ り砂質シ ル ト岩 か

ら な る．酸性凝灰岩薄層 ・礫岩を挟 む．天徳寺層 に整合，
一

部 不 整 合 に重 な る ．ほ ぼ 普遍的 に 大桑 ・万願寺動物化

石 群 に 属 す る 貝化石 を多産する 。後述す る よ うに
， 本層

の 模式地 で は 更新世の ナ ン ノ 化石 の 示準種を含まず，上

部鮮新統 で あ る と考 えら れ て い る （佐藤 ほ か，1988a，b），

中 沢層 （大沢 ほ か
，
1984）は 笹岡層 に 整合，一

部不整合

に 重 なる 海成更新統 で ある．

3．秋田 ・本荘地域

　秋 田 地域 の 第三 系 は 基盤 の 太平山深成変成岩類 を不整

合 に お お う古第三 系
〜

新第三 系 か ら なる ．層序 は 下 位 よ

り大又層，萩形層，大倉又 層 ，砂子渕層 ・鵜養層，女川

層 ， 船川層，天 徳寺層，笹岡層 か ら な．る （藤岡 ほ か，
1976 ；大沢 ほ か ， ユ981）．本荘地域 で は女川層以上 の 地
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一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

44 白石建雄 ・的場保 望

層 区分 は秋 田 地域 と 同 じで ある が，下半部 は 異 な り，下

位 よ り山内層，大簗層，鹿 ノ 爪 層，畑村層，須郷 田 層 ・

権現山層 か ら な る 〔藤岡 ほ か，1976；大 沢 ほ か，1977），

　大又層 は著 し く変質 した 安 山岩溶岩 ・火砕岩 か ら な

り，堆積岩 を伴わ な い ．東隣地域で の 相当層 （横根峠層

ザ ッ コ 又 安 山 岩 部 層 ）の K −Ar 年代値 は 29．2Ma （臼 田 ・

岡本，1986）で あ り，漸新世 を示す．本荘地 域 の 山 内層

は相当層 で あ る，

　萩 形 層 は 変 質安山岩溶岩
・
火砕岩 か ら な り，泥岩 ・砂

岩 ・礫岩 ・玄武岩溶岩 ・酸性凝灰岩 を挟 む．北 部 の 本 層

分布地 は阿仁合型植物化石群 の 模式地 を含 む．大又層 に

不 整 合 に重 な る ．本荘地域 の 大簗層
・
鹿 ノ 爪 層 は相当層

で あ り，両 者 は 整合関係 に ある ，大簗層 は阿 仁合 型植物

群 に属す る植物化石 を産す る （大沢 ほか，1977）．萩形

層 上部 の K −Ar 年代値 は 21．9Ma （木村，1984），鹿 ノ 爪

層 の K −Ar 年代値 は 20．9Ma （木 村 ，1985）で あ り ，
こ

れ らの 地層 の 上 部 は前期中新世 に か か る こ と を示 して い

る ．

　大倉又層 は下 部 は 主 と して 流 紋 岩質溶結凝灰岩か ら な

り， 火山礫凝灰岩
・
凝灰角礫岩 ・砂岩 ・礫岩層 を挟 む，

上 部 は 安山岩溶岩 ・同質溶結凝灰岩か らなり，凝灰角礫

岩
・
砂岩

・
礫岩層 を挟 む，萩形層 に 不整合 に 重 な る ．本

荘地域 の 畑村層 は 相当層で あ る．酸性凝灰岩 ・火山礫凝

灰岩 ・砂岩を主 と し，安 山岩質火砕岩 ・泥岩 を伴 う．泥

岩 は 台島型植物群 に属 す る 植物化石 を産す る （大沢 ほ か，

1977＞．大倉又 層上部 の 安山岩の K −Ar 年代 は 15．5Ma （木

村，1986），畑 村層下部 の 溶結凝灰岩 の K −Ar 年代は

15．8Ma ，14．9Ma （臼 田 ・岡本，1986）で ある．こ れ ら

の 年代値 は 中期中新世 を示すが，こ の 上位に 重 な る 地層

中 に N ．8帯 の 浮遊性有孔虫 が確認 さ れ て い る．

　 砂子渕層 は 玄武岩溶岩 ・同質火砕岩を主 と し，泥岩
・

砂岩 ・礫岩層 を挟 む．大倉又層 に不整合 に 重 な り，南東

方向へ 泥岩 を主 とす る鵜養層に移化す る，砂子渕層 に は

大型有孔虫 CPerculinα sp ．，　MiogyPsina　sp．（大沢 ほ か，

1977），貝化石 Chlantys　aleitana．　Ch．　cosibensts 　han2awae，

Anad αra 　mafelyamai な ど が 含 ま れ る （大沢 ほ か，1981）．

また，鵜養層の 浮遊性有孔虫化石 は 下位 か ら，米谷（1978）

の Clobigerinoldes　sicanus ／Praeorb” ltna　glomerosa 　curva

帯 ，
Globoretatta　PeriPherorondafG．　quinifalcata 帯 ，

お

よ び Globorotαlia　Perip　heroacuta／G．　mingea （S．1．）帯 に

相 当 し，N ．8〜N ．11帯 に 対 比 さ れ る （米谷，1978）、

　 本荘地 域 の 須郷 田層 ・権現山層は砂子渕層相 当 層 で あ

る．須郷 田層 は 砂岩 ・礫岩 な どの 粗粒堆積物か らな り，

畑村層 に 不整合 に 重 な る ．貝化石，台島型植物化石 を多

産す る （大沢 ほ か，1977）．権 現 山 層 は 下 限 は 露出 し な

い が
， 硬質頁岩 か らな り，酸性凝 灰 岩 層 を挟 む、権現 山

層 は N ．9〜N ．1 一11帯 を指示す る浮遊性有孔虫化石 を含

む （藤岡ほ か，1976）．須 郷 田層 は 従来 N ．9− N ．10−11帯

が 認 め ら れ て い た が ，最 近，石 灰 質 ナ ン ノ 化 石 の

NN4 −NN5 帯が 確認 さ れ （佐藤 ほ か ，
1991），さ ら に N ．8

帯の 浮遊性有孔虫が発見 さ れ た．ま た，東隣大曲地 域 の

主 と し て 硬質泥岩か ら な る 大森層 （臼 田 ほ か，1978）の

上 部 は NN6帯 の 石灰質 ナ ン ノ 化石 を含 み （佐藤 ほ か，

1991），そ の 下位か らは N ．8帯 の 浮遊性有孔虫 を産す る

（城地，1990MS ），

　 女川 層 は 男鹿半島の 同層 と同様，板状層理が よ く発達

し た 珪質 の 硬質頁岩 を主 と し，秋 田地 域 で は筑紫森流 紋

岩 （大沢 ほ か ，1981），本荘地域で は薬師山玄武岩 ・ニ

タ又流紋岩 （大沢 ほか，1977）な どの 火山岩体を挟 む．

砂子渕層 とそ の 相当層 に整合 に重 な る，広域 的 に同
一

の

岩相 が 広 が っ て い る が，生層序的上限 に は か な りの 地域

差があ り （相田 ほ か，1986），秋田市付近 で は 珪藻化石

帯 （Koizumi，1985）の Coscinediscus　y αbei帯 （藤岡ほ か ，

1977），本荘地 域 で は Thalassionema　schrade γt帯 に 認定

され て い る （伊藤，1983MS ）．ま た ，東隣大曲地域 で は

DentiCutoPsis　dimorP　ha 帯 の 層準で
， 次 に 述 べ る 船川層

の 黒色泥岩が堆積 して い る．

　 船川層 は黒 色塊状泥岩を主 と し
， 男鹿半島 の 同層 と同

様な岩相 を呈す る．女川層 に 整合 に 重なる ．生 層序学的

に は本層 の 堆積開始時期 は ．上 記 の よ うに，地域 に よ り

異 な る．上 限 は 秋 田 地域 で は DentietiloPsis　kamtschatica

帯 の 珪藻化石 を含 む （小泉
・金 谷，1977）が，広域的 に

は 未確定 で ある．こ の 泥岩の 堆積中，安山岩 ・流紋岩 の

活動 が あ っ た （本荘 地 域 の 福 山 安 山 岩，新 山安 山 岩 な ど ）．

活動時期 は木村 （1984，1985），臼 田 ・
岡本 （1986＞の

年代 測定値に よ る と8Ma を中心 とす る 年代 に 集中 して

い る （臼 田，1989＞．

　 天徳寺層 は お も に 塊状 シ ル ト岩 か ら な り ， 砂岩 ・礫

岩
・酸性凝灰岩層 を挟 む ・秋 田 地域南西部 の 本層下部 は

砂岩
・シ ル ト岩 互 層，砂岩 ・礫 岩 が 多い （桂根相 ）．船

川層を整合，
一
部不整合関係 で お お う．秋 田 地 域 で は本

層 の 基底部 に 多量 の 貝化石 を含 む （大沢 ほ か，1981）．

珪藻化 石 は ，下 部 は （広義 の ）Dentic”loPsis　leamtscha．

ticα 帯，上 部 は Dentic” toPsts　 seminae 　 var ．　fossilis−D ．

leamtschatiCa帯 に あ た り ， 男鹿半島の 船川層 の 最下部
〜

中部 に 対比 さ れ る （小泉
・
金谷，1977）．天 徳寺層堆積

中 に 秋 田地域 で は 羽 黒山石英安山岩 （藤岡ほ か，1977），

本荘地域 で は 長者屋布石英安山岩 （大沢 ほ か，1977）の

活動が あり，両者 は 同層位 と考え られ て い る （大沢 ほ か
，

1977），羽黒山石英安山岩 の K −Ar 年代 は 3．7Ma で ある
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（木村，工984，1985）．

　笹 岡 層 は 主 と し て 砂岩，と こ ろ に よ り砂質シ ル ト岩か

ら なる ．酸性凝灰岩薄層 ・礫岩層を挟 む．天徳寺層 に 整

合，一
部不整合関係 で 重なる．ほ ぼ 普遍的に 大桑

・
万願

寺動物群 に 属す る 貝化石 を産す る．模式地 で の 本層 は 石

灰質ナ ン ノ 化石 の 更新世示準種 を含 まず ， 上部鮮新統 と

み な さ れ て い る （佐藤 ほ か，1988），

4．横手地域

　横手地域 の 第三 系 は
， 下位 よ り順 に 湯 の 原層，真昼川

層，小繋沢層，山内層，相野 々層
・黒 沢層，花山層，大

日向山 石英安 山 岩 か ら な る （臼 田 ほ か，1977）．

　湯 の 原層 は 円礫を含む変質安 山岩質凝灰角礫岩 か ら な

る．北隣 「六 郷」地 域 お よ び南隣 「稲庭」地 域 の 本層相

当層 上 部 に は流 理 構 造 の 発 達 した 安 山岩 溶 岩 ・同 質凝 灰

岩 （そ れ ぞ れ 信倉沢安山岩部層，朝月 山安山岩部層）を

伴う （臼 田 ほ か，1976，1981）．化石 は未発見で年代資料

を欠 く，た だ し，上 位 に 重 な る地 層 の 年 代 か ら，本 層 は

漸新〜下部中新統で あ る と 考え られ て い る （臼 田，1989），

　真 昼 川層 は デ イ サ イ ト・同質凝灰岩，火山礫凝灰岩 ・

凝灰 角礫岩，玄武岩質火砕岩，泥岩 な ど か ら な り，上 部

に 安山岩溶岩 ・火砕岩 か ら な る 田 子内集塊岩部層 を 伴

う．湯の 原層 に 整合 に 重 なる．小繋沢層 は 砂岩 ・シ ル ト

岩 を主 と す る ．東隣 「川尻」地域 で は 下 位 の 大石層 を整

合 ，

一
部不整合関係 で お お い （大沢 ほ か

，
1971）， 石灰質

ナ ン ノ 化石 に よ り NN6 帯 に 対比 さ れ て い る （佐藤 ほ か，

1991）が ，横手地 域で は そ の 下 半部 が真昼 川 層 の 泥岩 上

部 と指交する （臼 田 ほ か，1977）．真昼 川層 の 浮遊 性有孔

虫化石 は 米谷 （1978）の Gtoborotatia　PerdPheroronda／G．

guinifalcata帯，　 G．　PeriPheroacuta／G ．　miozea （s．1．）帯

に 属 す る も の が 検 出 さ れ （臼 田 ほ か，1977），N ．9〜

i ．10−1ユ帯 が確認 され て い る．ま た，小繋沢層上 部 か ら

Globorota“a　iwadensis．　G ．　lenguaensis，最 上 部か ら G ．

continuosa ，　G ．　rikuchuensis ．　G．　cf．　siakensis が 確 認 さ れ

て い る （臼田 ほ か，1986）．

　山内層 は 硬質泥岩か らな り，真昼川層 に整合 に 重 な る．

ま た ，東方 へ と 薄化 し，砂岩 ・シ ル ト岩 か ら な る 小繋沢

層 と 指交関係 に ある．山内層 か らの 化石 は 未検出で ある ．

　相野 々 層 は 山内層 よ り軟 質 の 黒色泥岩，黒沢層 は 砂

岩 ・シ ル ト岩か ら な る ．両層 と も山内層 に 整合 に 重な り，

互 い に 指交関係 に ある が ， 黒沢層 の 方が 層位的 に 上位 を

占め て 相野 々 層 の 東方 に 分布す る．黒沢層最上 部 の デ イ

サ イ ト質火山砕屑岩 （滝 の 沢凝灰岩部層）の F．T．年代

は 8．7Ma で あ る （木村，1985）．

　花山層 は礫岩 ・砂岩 ・シ ル ト岩 ・デ イ サ イ ト溶岩 ・同

質凝灰岩な どか らな り，亜炭層を挟 む．滝 の 沢凝灰岩部

層か ら漸移す る．隣接地域の 本層相当層 は 三 途川植物化

石 を産す る、デ イ サ イ トの F、T．年代 は6．9Ma で ある （玉

生 ，　1978）．

　大 日向山石英安山岩 は デ イサ イ トの 溶岩流 か ら な り，

溶岩円頂 丘 を構成す る ，K −Ar 年代は 3．8Ma で あ る （木

i寸，　ユ985＞．

5 ．庄内 ・新庄地域

　庄内地域 の 第三 系 は 下 位 よ り青沢層，草薙層，北俣層，

楯山層，丸山層 ， 観音寺層 ， 常禅寺層 か ら な る．新庄地

域 で は下位 2層 は 庄 内地域 と同 じで ある が
， 草薙層 よ り

上 位 は古 口 層，野 口 層，中 渡層，鮭 川層 ，
八 向層 ， 毒沢

層 に区分 され る （佐藤，1986）．

　青沢層 は主 と して玄武岩
〜

玄武岩質安山岩 の 溶岩 ・火

砕 岩 か ら な る．庄 内 平 野 地 下 に 分布 す る 本層 上 部 の 泥岩

は N ．10帯に相当す る 浮遊 性有孔虫化石 を含 む （池辺 ほ

か，1979＞．また，貝化石 を産出す る，下限は 不明 で 層

厚 は 1，200m 以 上 に お よ ぶ ，

　草薙層 は 主 と し て硬質シ ル ト岩か ら な り，酸性凝灰

岩 ・玄武岩質火砕岩 を伴 う．青沢層 に整合に重 な る．貧

化 石 で あ る が，新庄 地 域 の 本 層 中 部 は CN9 帯 に 対 比 さ

れ る こ と が 報告 さ れ て い る （武部ほ か，1988），

　北俣層 は 主 と し て 暗灰〜黒色泥岩か らな り，酸性凝灰

岩層 を挟 む．古 口 層 は 新庄地域 に お け る相当層 で あ る．

北俣 層 中部 と古 口 層 上 部 は 放 散虫化 石 ThecosPhaera

1
’
aponiCa を産 し （Nakaseko，1960），鮮新統 で ある （佐藤，

1986）．ま た 北俣層上 部 は 浮遊性有孔虫化石 Globorota．

lia　orientalis 、　Neogleboquatlrina　aff，　asanei を産 し
，

さ ら

に Orbutina　 universa を多産する （佐藤，1986），

　北俣層 ・古 口 層 の 上位に は，庄内 ・
新庄地域 と も に 整

合
一

連 の 海退層 が 重 な る．こ の うち 庄内地域 で は 常禅寺

層 ま で一
貫 して 海成層 か ら な る が，新庄地域 で は 八向層

は非海成層 か らな り，以 後，毒沢層下部 に
一

部海成層 を

伴 うが，主 と して 非 海 成 層 か らな る ．

　佐藤 （1986）に よ れ ば，新庄盆 地 の 野 口層 中部 は浮遊

性 有孔 虫化 石 Neoglobequacirina　 aff．　as αnoi を 産 し，

Orbulina　universa を 多産 す る．そ れ ゆ え こ の 層 準 は 庄

内地域 の 北俣層最上部 に 対比 さ れ る．浮遊性有孔虫化石

は 観音寺層 ま で 産 出 し，米谷 （1978）の Gleborotalia

ileebei／Orbulina　 universa 帯 と Glo　bigerina　Pachyderma

（dext、）ICIoborotaldα orient α tis帯 の 境界 は 楯山層 の 下 部

に あ る．ま た 楯山層下部 か ら 観音寺層 中下部 ま で は

Globigerina　Pachヅderma （dext．＞fGloborotalin　orientalis 帯

に 相当す る ．そ れ ゆ え楯山層 は 中部鮮新統 で あり，丸山

層 ・観音寺層中下 部 は 上部鮮新統で ある，観音寺層 中上

部 と常禅寺層下部 は 大桑 ・万願寺動物群 に 属する 貝化石
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を含む （Ogasawara　and 　Nait  ，1983）．こ の う ち観音寺

層 中 部 の 化 石 帯 は Tvrritelta　 S αishuensis 脚 配 嘘 毎

Biozene （小高 ・小笠 原，1977）に 相当 し，後期鮮新世

〜初期更新世 に お よ ぶ と推定 さ れ て い る．

　新庄地域 で は Orbulina　zaniversa の 産出状況 か ら 中渡

層中部 は 庄 内地域 の 丸 ［．1［層 上 部 よ り下 位 の 層準 に 対比 さ

れ て い る （佐藤，1986），ま た 花粉層序 と古地磁気層序

を も とに ，八 向層 上 部 か ら毒沢層 は 松山逆磁極期 に 相当

す る と判断 さ れ て い る （佐藤，1986）．

古地理 ・古環境 の 変遷

　 以 上 の よ うな層位学的 知 識 に も とつ い て 古 地 理 の 変 遷

を推定し た （Fig．3 ）．以 下 に そ の 概要 を古環境 の 変化

と と も に，中期中新世前期，中期中新世中期，後期中新

世 前期，後期 中新 世後期一
鮮新世 初 期，後期 鮮 新 世 の 5

期 に つ い て 述べ る，

1，中期中新世前期 （16〜15Ma ）

　秋 田 ・山 形 地 域 で 生 層 位 を確定 で きる最 古の 層 準 は 石

灰質ナ ン ノ化石帯の NN4帯 （佐藤ほ か，1991），浮遊性

有孔虫の N ．8帯で ある．こ の 層準 は 秋 田地域 の 鵜養層 下

部，本荘地域 の 須 郷 田層 ・大森層，大館地域 の 大葛層 下

部 で 確認 され て い る．男鹿半島 で 大型有孔虫 MiogyPsina，

QPerCMtinaを産す る 西黒沢層 は，南岸 に お い て そ の 中上

部 に N ．9帯 に対 比 さ れ る Globorotah4　Per｛Pheroronda〆GIO．

berotatia　quinijatcata帯 が 検 出 さ れ て い る の で （Saito

and 　Maiya，1973），同層下部 は N ．8帯 に対比 さ れ る 可能

性 が あ る ．

　西黒沢階 の 有孔虫 は MiogyPsina．　QPerculinaの 大型有

孔虫 や，Ammonia 　tochigtensis，　NoniOn　feidoharaensisな

どの 底生有孔 虫 の ，亜 熱帯性浅海性群集か ら な る．そ れ

ゆ え 当時 の 海 は 浅海 で あ っ た と考 え ら れ が ちで あ る，し

か し，鵜 養層 下 部 で は Alabamlna 　p
’
aPonica ，　 Uv 　ige　rina

声robescldea ，　 Virgulinella　 miocentCa ，　 Gle　bobu伽mina 　 sp、，

NonfOneUa　mioceniCa ，　Floril” s　 cf．　tabradoricum な ど
， 大

陸斜面上部 とみ ら れ る 群集を産 し
，

さ らに 同層 と
一

部指

交す る 砂子渕層 は Hanzawaia　tagaensts ，　EIP　hldium　spp ．，

Cibicides　 SPP ．，　Cassidu“na 　 cf．　 ma γgareta，　Brigalina　mar −

9tnataな ど を多 く含 む 大陸棚外部 の 群集 を産す る （的場，

198ユ）．ま た，秋 田 県北鹿地 方 の こ の 時期 の 堆積物 は 大

陸斜 面 中 部 の 群 集 を 産す る （Kitazato，1979）．そ れ ゆ え

こ の 時期に 日本海 に は す で に か な り深い 海が存在 し，海

底 は 著 し く起伏 に 富 ん で い た （的場，1981）．

　 と こ ろ で ，須郷 田 層 （N ．8〜N ．10）の 底 生 有孔虫 は 下

部 で は Ammonia ，　EIPhidium，　Rosalina，　Buccella，　Qttinque−

leculinaな ど大 陸棚内部 の 群 集で あ る が，上 部 は Uvige一

Fig．3a 　 Neogene　paleogeographic 　maps 　in　the　 re・

　　　gion　ef　Akita　and 　Yamagata　Prefectures（a ）．

rina ．　Angulogerina．　Stilestmellaを主 とす る 半深海性 の 群

集に急激 に 移化す る （的場，1981）．こ の こ とは 出羽 丘

陵が 急速 に沈降 に転じ た こ と を意味して い る．佐藤ほ か

（199ユ）に よ れ ば，沈降 に転 じた 時期 は石 灰 質ナ ン ノ化

石帯 NN5 ／NN6 境界 と一致 し，約 13．2Ma で あ る．ま た，
「
こ の 境界 で 庄 内地域 の 青沢層 や 秋 田油 田 地域 の 玄武岩 を

含 む 「秋田
一
庄内油田系列玄武岩」（佐藤 ほ か，1991）

の 活動が 終息 し て お り，
こ の 時期 に 本地域 で は 大 きな 環

境変動が あ っ た と さ れ て い る ．

2，中期中新世中期 （13〜12Ma ）

　 こ の 時代 は男鹿半島の 女川層下部 に 代表 さ れ る 地層 の

堆積期 で ，秋 田地域北部 に は大葛層上 部
・
大滝層 な ど，

火山岩類 を伴 う地 層 が 分布す る が，横手地 域 の 山内層，

山 形 地 域 の 草 薙層 な ど，秋 田 ・山 形 地 域 の 全 域 に板 状 層

理が 発達 し た 硬質頁岩が 斉
一

的 に 堆積 し た ．臼 田 （1989）

の 等層厚線図 に よ れ ば，秋田地域 に お ける こ の 時期 の 堆

積物の 堆積 中心 は 現在の 海岸線付近 に あ る ．

　 こ の 時 代 に は ，そ れ ま で の 暖 流 系浮 遊 生 有 孔 虫 群 は 全

く姿を消 し， Globorotalia　PseudoPachyderma，　Globigerina
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Fig．3b 　Neogene 　pa正eogeographic 　 maps 　in　the　 re −

　　　gion　Qf　Akita　and 　Yamagata 　Prefectures〔b｝．

Fig．3c 　 NeQgene　paleogeographic　 maps 　in　the　 re ．

　　　g藍on 　of　Akita　and 　Ya 拠 agata 　Prefectures（c ）．

woodt ．　G．　falconensisな ど，寒流系 の 群集 に 入 れ 代 わ っ

て し ま う （米谷 ，
1978 ；的場 ，

1978
，

1981）．こ の こ と

か ら，日本海 は南部 で 太平洋 と切 り離 さ れ ， 北方 に 開 い

た大 き な湾入 を呈 して い た と考 え られ る ．こ の 状態 は基

本 的 に は 以 後
一

貫 し て 維持 さ れ て い る ．浅 野 ・高柳

（1966＞は こ れ を古 日本湾 と命名 し た．男鹿半島の 女川

層 は 底 生 有 孔 虫 Martinottielta　commMnis ，　Goesella　sp ，，

SPdirosigmoilinella　comPressa な ど を産 し
， 中部漸深海帯

下部
一
下部漸深海帯の 水深 を示す （Matoba　etal ．，1990）．

3．後期中新世前期 （8〜7Ma ）

　 こ の 時代 は男鹿 半島 の 女川層 上 部，秋 田 市地域 の 船川

層 下部相当層 の 堆積期 に当 た る．山形地域 の 出羽丘 陵西

部 （庄内地域）で は北俣層 下 部，東部 （新庄盆地）で は

古 口 層下 が 堆積 した．男 鹿 半 島で は前 の 時代 か ら引 き続

い て 硬質頁岩が 堆積 し た が
， 他 で は 黒色塊状泥岩が卓越

する．た だ し，脊梁山脈付近 （横手地域）で は 浅海堆積

相 （黒沢層）を示 し，粗粒化 する と と も に 斜交葉理 が 発

達 して い る（臼 田 ほか，1977）．ま た横手地域 の 相野 々 層 ・

黒 沢 層 は黒 沢化石動物群 と よ ば れ る 貝化石 を多産する ．

こ れ は 塩 原 ・耶麻動物群 に対応する 群集 で あ る と され て

い る （高安 ほ か，1986）．

　当時 の 海岸線 の位置 に つ い て は，な お特定す る た め の

根拠 が 不足 して い る．しか し，大館地域 の 遠部層 は 下 位

の す べ て の 地 層 を不整合関係 で 覆 うほ か ， 北方 お よ び東

方脊梁地域 の 同層 は カ ル デ ラ の 形成 に 関連 し た火砕物 と

湖成層 か ら な る と考え ら れ て い る （伊藤 ほ か，1989）．

そ れ ゆ え，遠部層堆積前 の 後期中新世 に は か な り広 い 範

囲 が 離水 して お り，そ の 状態 は基本的 に 遠部層堆積期 に

も維持 され た と 推定 され る ，ま た上 に 述べ た よ うに ，秋

田地域南部 の 脊梁西縁部は 浅海化 の 傾向 を示 して い る ．

それ ゆ え海岸線 は 前 の 時代 よ りか な り西側 に 移動 して い

た と考 え られ る．

4．後期中新世後期〜鮮新世初期 （6〜5Ma ）

　 こ の 時代 は 男鹿半島の 船川層下部，秋 田市地域 の 天 徳

寺層下 部 層 の 堆積期で あ る．出羽丘 陵 で は ，秋田 ・由形

両 地 域 で 前 の 時 代 か ら引 き続 い て 船 川 層 （本荘地域 〉，

北俣層 （庄内地域），古口層 （新庄 盆地）が 堆積 し た．

こ れ ら は 主 と して 塊状泥岩か ら なる が，秋 田 地域北部 と
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Fig．3d 　Neogene　paleogeographic　maps 　in　the　re −

　　　gion　of　Akita　and 　Yamagata　Prefectttres（d），

Fig．3e 　Neogene　paleogeographic 　maps 　in　the　re．

　　　gion　of 　Akita　and 　Yamagata　Prefectures〔e）．

秋 田 市街地南方 の 現海岸付 近 に は 砂泥 互 層 が 堆積 した

（そ れ ぞ れ 小比内沢層 ， 天徳寺層 の 桂根相）．大館地 域

の 遠部層 は
一

部海成層 を含 むが ，よ り北方 お よ び東方脊

梁地域 の 同層 は ，上 に 述 べ た よ うに，非海成層で あ る．

ま た，横手地域 の 花山層 は
， 周辺 に分布する 宮田層

・三

途川層 な ど と と もに カ ル デ ラ の 形成 に 関連 した湖成層 で

あ る と 考え ら れ て い る （伊藤 ほ か，1989）．以上 の よ う

に こ の 時代 に は 脊梁地域 は ほ ぼ 完全 に 陸化 し，海岸線は

さ ら に 西側 に 移動 した．

5 ，後期鮮新世 （2、5Ma ）

　 こ の 時代 は男鹿半島の 船川層上部，秋 田市地域 の 笹岡

層 下 部層 の 堆積時 に あ た る．秋 田 地域北部 で は 薄井沢

層 ・前 山川層 が ，山形地域 で は 観音寺層 （庄 内地 域 ）・

八 向層 （新庄地域 ）が 堆積 し た．八 向層 は非 海 成層 で あ

り，出羽丘陵の 主部 は 陸化 して い た，ま た 出羽 丘陵 の 隆

起 を反映 して 笹岡層 と相当層 は砂岩を主 と する 浅海堆積

相 を示 し，大 桑 ・万 願 寺動 物群 を特徴づ け る 貝化石 を産

す る．当時め海岸線 は さ ら に 西側 に 移動 し，ほ ぼ 現海岸

線 と平行 に 配置 して い た と推定 さ れ る ，

　 こ の 頃男鹿半島で は ，本州側 と は 対照的 に 船川層 の 泥

岩相 と
， 引続 き砂泥互層 か らな る 更新統北浦層 が堆積 し

た，船 川層 は 底生 有孔 虫化 石 Miliammim 　 echigoensis ．

M 碑 伽 伽 伽 nodulosa そ の 他 を，そ し て 北 浦 層 は

［Jv　ige　rina 　aleitaensis ，　Eμ 5fρ辮 伽 μα 餌 励 e　lla，　HoPleins伽

thaletmotoensisな ど を 含 み，それ ぞ れ 中部漸深海帯，上

部漸深海帯の 水深 を示す （Matoba 　et 　 al．，1990），男鹿半

島 と本州 との 間の こ の 顕著 な対照性 は，本 地 域 の 現 海 岸

線付近 を南北 に 走る 北由利衝 上 断層系 （大 沢 ほ か，1989）

を境と して，本州側が 全般的 に 隆起 した た め で ある と考

え られ る．

　 こ の 時代に 前後す る 頃 （中新世末期
〜
更新世初期 ）の

浮 遊 性 有 孔 虫化 石 は Orbulina　 universa ，　 Ctoborotalia

ileebei．　G．　inflata（s．　L），G ．　orientalis な ど を含む 暖流系

種 を 間欠 的 に産 出 す る （米 谷，1978）．こ の こ と に も と

づ き的場 （1978）は 日本海の 南部の お そ ら く対馬海峡付

近で 陸地 が 間欠的 に切 れ，そ こ を通 っ て 暖流系 の 表層水

が 流 入 した と 考えた ．こ の こ と は 本州側 の 天 徳寺階の 貝

類化 石 が GlycymeriS　echigoensis ．ひinbonium　aleitα num ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

秋田 ・山形 地 域 に お け る新第 三 系の 層序 と古地 理 ・
古環境 49

伽 帥 α撤 ε sp ．，0 勘 α 嬲 5励 觚 な ど の 温暖系種 と Asta−

rte ，　 Sw ｛ftoPecten．　Ctinocardium．　SerriPes、　Mercenaria 属

の 種で 示唆 さ れ る 冷温要素が 混在 して い る こ と と調 和的

で あ る （高 安
・小 笠 原，1986）．

む　 　 す 　 　 び

　近 年 の 層 位 学 的 知識 に も とつ い て 秋 田 ・山形地 域 の 中

新世〜鮮新世 に お け る古地理 の 変遷 に つ い て 述 べ た．本

地域 で は 中新世前期の 末期に 海水 の 広範な進入 が あり，

起伏 に 富 む海底 か ら な る海域 が 出 現 した。こ の 海 は 中期

中新世前期 の 中 ご ろ に出羽丘 陵が 急速 に 沈降 して
， 全域

が沈水 した．引 き続 く中期 中新世 中期に は 日本海 は北方

の み に 開 レ、
・た 海域 と な り，主 と して 寒流 が 支配的 な海 と

な る．そ の 後，後期 中新世 に 脊梁山脈 が，つ い で 鮮新世

に 出羽丘陵が 隆起 に転 じ，海岸線は順 次西側 に 移動 した．

　以上 の よ うな古 地 理 変遷 の 中 で ，本 地 域 で は 男鹿半島

地域 の 浅海化の 遅 れ が特徴的で あ る．す な わ ち，男鹿半

島地域 で 大陸棚 の 底生有孔虫群集が 出 現する の は鮪川層

以 降 で あ り （Matoba 　et 　al．，1990），更新 世 中 期 以 後 の こ

とで あ る ．ま た本州 と の 問 に ある八 郎潟で は完新世 に も

顕著 な 沈降 を続 けて い る （白石，1990）．こ の よ うな特

殊な堆積場 の 成因 に つ い て は 現 在 の と こ ろ 定説 は な く，

今後，多方面か らの 検討 が 期待 さ れ る ．

謝　辞　本研究を ま と め る に あ た り，宇都宮大学相 田 吉

昭助教授 に は柱状図の 作成に お い て 多大 の 御尽力 をい た

だ い た ．こ こ に 厚 く御 礼 申 し上 げ る ．
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， 新 生 代 の 古地理 ・古環境の 変化を考察 した．秋

　田 ・山形 地 域 に は，前期中新世末 に海水 が 広範 に進入 し た．こ の 時期 の 海底 は 非常 に 起伏 に富ん で い た が，中

　期中新世前期 の 中 頃 に 出羽 丘 陵 が 急速 に 沈降 して ，全 域 が 沈水 し た．引 き続 く中期中新世中期 に は 日本 海 は主

　と し て 北 方の み に 開 い た 海 と な り，以 後 こ の 状 態 が 基 本 的 に維持 され た．海岸線 は
， そ の 後 ， 後期中新世に脊

梁山脈 が ， そ して 鮮新世 に出羽 丘 陵が 隆起 に転 じ た ため，Jl頁次西側 に移動 し，あわせ て 浅海堆積相 が 支配的 に

　な る，しか し，男鹿半島地域 で 大陸棚 の 底生有孔虫群集 が 出現す る の は 中部更新統鮪 川 層以 上 の こ と で あ り，

　 こ の 地 域 に お ける 浅海化 の 遅 れ が 明か に な っ た．
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